
 

 

 

 

 

 

 

 

  

全国学力・学習状況調査（以下：全国学調）の結果が公表され、9月 12日に県としての

分析結果も公表されました。各学校においても自校の結果分析の参考にし、指導の充実や

改善に取り組んでいることと思います。このページでは、質問紙調査と平均正答率のクロ

ス集計から見えてきた上越地区の傾向の中から、「主体的・対話的で深い学び」に係る内容

についてお知らせいたします。 

 

 

 

回答状況別の平均正答率を見ると、課題の

解決に向けて、自分で考え、自分から取り組

んでいる児童ほど平均正答率が高いことが分

かります。また、下記の質問項目でも同じよ

うな傾向が見られます。これは、中学校も同

様の結果になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の調査においても、「『主体的・対話的で深い学び』に取り組んだと考える児童生

徒ほど、各教科の正答率や挑戦心・自己有用感・幸福感等が高く、自分で学び方を考え工

夫している。」という結果になっています。 

管内の各教科の正答率を問題別に見ると、「知識・技能」よりも「思考・判断・表現」に

おける問題に課題が見られました。各教科で扱う学習課題等が、知識・技能に偏っていな

いか、児童生徒が学んだ知識・技能を活用し、思考・判断・表現するものになっているか

等、上記質問項目をヒントに、見直しをお願いします。 

 

 

 

ここからは、児童が主役の授業づくりに取り組んでいる糸魚川市立田沢小学校の取組を

紹介します。田沢小学校は、校内研究テーマを「自己選択学習による主体的に学ぶ力の育

成 ～子どもたち自身が学び方を学ぶ～」とし、全職員で授業改善に取り組んでいます。主

体的に学ぶ力を育成するために、「①課題設定⇒②情報収集⇒③整理分析⇒④まとめ⇒⑤振り返り」

を「シンキングサイクル」とし、実践を行っています。 
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確かな学力の育成に向けて～質問紙調査とのクロス集計～    

・「～各教科などで学んだことを生かしながら、

自分の考えをまとめる活動を行っていました

か」〔33〕 

・「～話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気付いたりすることができ

ていますか」〔35〕 

 

・「５年生までに（１、２年生のときに）受けた授業では、課題の解決に向けて、自分

で考え、自分から取り組んでいましたか」〔32〕 

［小学生］児童質問×国・算・理(正答率)合計 

児童生徒が主役の授業づくりの推進  ～実践紹介～  
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★シンキングサイクルに沿った授業を公開し、みんなで学ぶ機会に★ 
 
田沢小学校では、校内研究計画に沿って、職員間で授業を公開し合います。それぞれの

授業では、シンキングサイクルを意識した授業づくりがされており、発達段階に応じて児

童が自己選択できることを増やすように工夫しています。 

ここでは、２年生 国語（単元）「お話のさくしゃになろう」の授業を紹介します。 

 

 

 

 児童は、授業の始めに本時の学習内容   

を確認し、めあてをもちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①課題設定：単元のゴールをもとに、本時のめあて決定 
「読んでいて楽しいお話を書くためのポイントを考えよう」（本時６／１０時間） 

 

課題設定 

情報収集 

ゴールの姿 

教師と児童で作成した単元計画表を見て、 
見通しをもち、本時の課題などを確認 

単
元
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の
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整理分析 

まとめ 

自発的にオープンスペースに移動し、単元

計画を自分たちで確認（右：拡大写真） 

②情報収集：教師から配布された資料（物語文）を
読み取り、ポイントとなる言葉を探す 

ペアで 

誰と、どこで、どの媒体で資料を読むかを自己選択 

③整理分析：見つけた言葉をその働きごと
に色分け 

困ったときはどうする？ 

誰に、どう聞くといいかな？ 

④まとめ：ポイントとなる言葉を全体で確認 
見つけたポイントとその働きを発表 

学習内容や方法など、学んだことを 
振り返り、ロイロノートに提出して共有 
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他者の振り返りを参照 

困ったときの対処を自己選択 

他者と相談 
個人で グループで 

その後、課題解決のために「誰と、どこで、どのように」学ぶのかを考え、学習に取り

組みます。授業者は児童の発話や行動を見取り、伴走者として３つの役割（※注）を使い

分けながら児童を支援します。そのことにより、児童は自分に合った学び方で学習を進

めます。 

⑤振り返り：分かったことや学び方 

教科書を見返す 

 
①ティーチャー〔集団や個人に知識やスキルを分かりやすく教える等の役割等〕 

②ジェネレーター〔教師自身が子どもと一緒に楽しみ、創造や探求をしていく。周囲の子どもたちも

巻き込みながら、みんなで探求をしていく役割等〕 

③ファシリテーター〔子どもの思考を交流させ、話合いを整理する役割等〕 

（※注） 田沢小学校で大切にしている教師の役割 



★児童の学びを中心にした協議★ 
 

 公開授業を参観した教員は、担当の抽出児童を観察します。また、その児童と関わった

他の児童の関わり方や、関わりの中での学びがどのように変容したか等を見取ります。協

議会ではグループになり、それぞれの教員が観察した児童の学び（発話・行動）を中心に

して協議をします。（以下の写真は、協議会の様子と使用した円卓型のホワイトボード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
  

 

   

 

グループの語り 

シンキングサイクルの学習
過程に沿って、それぞれ観察し
た児童の姿や学びについて語
ります。 
それぞれの語りを通して、

「教師目線の授業づくり」から
「子ども目線の授業づくり」へ
の変容を目指します。 

 

 教師の手立てや工夫、児童との関わり
方、協議会で語られた「自立した学習者」
へ育っていく児童の姿から、学んだこと
を語り、これから自分がチャレンジする
ことなどを具体的にし、一人一人が宣言
します。 

戻ってトーク「１人１分宣言」 

 

 各グループで話し合われたこ
とを、そのグループのホワイト
ボードを見ながら確認し、他の
グループで語られた児童の姿に
ついて、語り合います。 

旅トーク 

 

 

 授業者は、教材研究のポ
イントや本時における工
夫、前時までの児童の姿や
学び、授業での児童の具体
的な姿などを語ります。 

授業者の語り 

本時の授業では、シンキングサイクルを基本とした学習過程で、児童が自然と次に何をする

べきなのかを主体的に考え行動している様子が見られました。また、困った時には、進んで他

の児童と確認したり、教科書などを見返したりしながら、自分たちで学びを進めていました。

最後に、児童同士で意見交換をする場面では、教師がファシリテートすることで、児童の学び

が深まっていく様子が見られました。 

協議会では、シンキングサイクルに沿って、自己選択をしながら主体的に学ぶ子どもの姿を

共有し、生き生きと語り合う先生方の姿がとても印象に残りました。校内研修後には、「研究推

進だより」が発行され、課題と成果を全職員で共有しながら、授業改善に取り組んで 

います。従来型の授業から脱却し、児童生徒が主役の授業づくりを推進している 

実践例として各学校で参考にしていただければと思います。 


